職種：営業・マーケティング・広告　　職務：広告

【概要】

　商品・サービスの広告宣伝に関する仕事。ただし、「営業」「マーケティング」の仕事は含まない。

【仕事の内容】

　広告の仕事は企業の業種や規模によって多様な形態があるが、一般的には企業のマーケティング部門とともに自社商品やサービスの広告宣伝・販売促進等に関する企画立案及び業務推進を行う仕事である。
　広告宣伝に当たっては、マーケティング戦略に従い、ターゲットとなる市場／顧客に対して、自社の商品やサービスを他社と差別化させ、購買意欲を喚起するような広告宣伝を実施することが重要となる。

　なお、広告宣伝に当たっては、広告効果を測定して広告コストに見合うものであるかどうかをチェックするなどコスト管理も並行して行う。
【求められる経験・能力】

（１）入職に際して、公的資格は必要とされない。経験者採用の際は、関連業界または市場動向、商品・サービス固有の専門知識や人的ネットワークなどの実践的な専門知識や職務遂行能力が問われる。

（２）広告宣伝の仕事は顧客の視点に立ち、顧客の購買行動に移行させることが重要であることから、市場調査や顧客情報の分析などの様々な手法を理解しておくともに、データを調査し分析する能力や感性が必要である。

（３）広告宣伝の仕事においては、社内外の関係者と十分に議論して企画の設定及び問題の解決を行う必要があることから、コミュニケーション能力や対人関係スキルも重要である。

【関連する資格・検定等】

・ブランド・マネージャー（一般財団法人ブランド・マネージャー認定協会）
・Webクリエイター能力認定試験（サーティファイWeb利用・技術認定委員会）
・JWAWebディレクション検定（一般社団法人日本Web協会）
・校正技能検定（日本エディタースクール）

・ビジネス・キャリア検定試験（マーケティング１級～３級）〔中央職業能力開発協会〕

　など
【厚生労働省職業分類（小分類）との対応】

　２５３　企画・調査事務員

　２８１　営業・販売事務員

